
京都市西京区 2017年度「ふらっと・西京」第１回（2017年 6月 21日）開催後コメント 

今瀬政司（京都経済短期大学准教授／NPO法人市民活動情報センター代表理事） 
 

◎テーマ「使いやすいバスに！」について 

・西京区内を走る各社バスのダイヤについて、日常的に利用する市民の実体験から利便性の問題を提起され

て、建設的な改善策を模索する意見交換がなされました。公共交通機関であるバスのダイヤづくりでは、

様々な利害調整や利便性における利用者の優先順位などを踏まえて行われるのが一般的です。そうしたダ

イヤづくりにおける背景の情報が利用者との間で共有されにくく、また一方で、利用者の日常的な実体験

の情報がバス運営会社との間で共有されにくいこともあると思います。そうした双方が抱える情報を共有

化する方策を模索することも問題解決の 1つだと思います。 
 

◎テーマ「子どもと「地域」のつながりをより太く！子ども食堂から始める地域活動。みんなで「楽しい」

をつくりましょう！」について 

・どのような「子ども食堂」をめざすべきか、貧困・孤食・地域連携等の中で何を主目的にすべきか、どう

運営すべきか、どうしたら増やせるか、地域の人たちとどう連携すべきか等々、具体的な意見が様々に出

て活発な意見交換がなされました。市民の地道なボランティア活動から生まれてきた「子ども食堂」です

が、最近では行政機関の間でもその支援施策がブームになってきています。「子ども食堂」は小さくとも

地道な継続性やすそ野の広がりが求められるものですから、市民側と行政側の双方にそうした観点が求め

られます。「子ども」は地域にとっても宝であり、つながりの要でもあります。地域のあらゆる立場の人

たちで協力して大事になされていかなければなりません。「子ども食堂」の有意義な広がりを期待します。 
 

◎テーマ「子どもをはぐくむために地域でできること」について 

・子どもをはぐくむために、地域における様々な「つながり」や子どもを支える「担い手」をどのようにし

たら増やしていけるのか等々、といった意見交換がなされました。「つながり」や「担い手」を増やして

いくためには、共有できる「目的」を広く明らかにしていくことが欠かせません。子育てに直接関わる機

会の少ない人たちにも「担い手」となってもらい、「つながり」を生み出していくためには、子どもたち

やその親たちなどが抱える問題の実情を広く伝えていくことも、やはり欠かせないと思います。 
 

◎テーマ「洛西ニュータウンに若い人に住んでもらう魅力ある街に！！」について 

・洛西ニュータウンが抱える問題は何か、どのようにして解決していくべきか等々、洛西に住む住民の方を

含めて様々な立場の人たちで具体的な意見交換がなされました。ニュータウン問題は、建設当時からの課

題である「長期的計画、社会的側面、経済的側面」が背景にあります。そのため、今後の対策においても、

様々な個別課題の解決方策の取組みとともに、そうした「長期的計画、社会的側面、経済的側面」の大き

な側面の課題に対しても、じっくりと議論を行い、解決方策を模索することが重要になると思います。 
 

◎テーマ「犬の問題」について 

・犬の飼い方の問題について、犬を好きな方、嫌いな方、犬を飼っている方、飼っていない方、といった様々

な立場の方々がテーブルを挟んで一緒に意見交換がなされました。立場の異なる方々どうしで、本音で意

見を出し合うことで、多くの気づきが生まれ、新しい発想も出てきて有意義であったと思います。地域の

問題解決、地域づくりの出発点は、異なる立場の利害の実情などを知り合うことでもあります。犬の飼い

方の問題についても、互いの理解を深めることで思いやりの心が生まれ、それが個々具体的で建設的な問

題解決のアプローチになるのだと思います。 
 

◎テーマ「芸大の跡地をどうするか」について 

・芸大の跡地に何を建設するか、西京区らしいものを作るべきでそれは何か等々、といった様々な意見、ア

イデアが出されて、意見交換が進みました。京都、西京区の市民自身が今後、自分たちの手で行政と連携

しながら、どのようなまちづくりを行おうとするのかが、やはりまずは出発点となります。芸大の跡地に

何かを建設したから西京区のまちが良くなるわけではなく、西京区のまちを良くしようとした時にはじめ

て建設した何かが生かされるのだ、という視点を大事に持ち続けて取り組まれることを期待します。 


